
愛
媛
の
ジ
ェン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
、
ず
ら
り
30
位
台　

行
政
39
位　
経
済
33
位　
議
会
31
位　
教
育
30
位

4
月
1
日
～
30
日

若
年
層
の
性
暴
力
被
害
防
止
月
間

　

愛
媛
県
で
は
、
2
0
2
2
年
度
に
新
た

な
総
合
計
画
を
策
定
す
る
費
用
と
し
て
、

1
3
0
2
万
５
千
円
を
予
算
化
し
ま
し
た
。

3
月
12
日
の
総
務
企
画
委
員
会
で
、
県
民
の

実
態
を
反
映
し
た
計
画
に
な
る
よ
う
、
取
り

上
げ
ま
し
た
。

　

w
e
b
ア
ン
ケ
ー
ト
等
に
基
づ
き
、
将
来

推
計
・
特
性
分
析
を
行
い
、
外
部
有
識
者
会

議
で
計
画
案
を
策
定
、
パ
ブ
コ
メ
を
経
る
と

い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
の
こ
と
。

　

さ
て
、
今
、
人
口
減
少
に
よ
っ
て
地
域
社

会
を
維
持
す
る
こ
と
が
難
し
い
時
代
を
迎
え

て
お
り
、
総
合
計
画
は
、
よ
り
県
民
の
声
が

反
映
さ
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
ま
す
。
そ
こ
で
、
外
部
有
識
者
会
議
に

公
募
市
民
を
入
れ
る
こ
と
を
検
討
す
る
よ
う

提
案
し
ま
し
た
。

　

愛
媛
県
議
会
に
お
け
る
少
子
高
齢
化
人
口

問
題
特
別
委
員
会
の
中
で
は
、
人
口
減
少
の

社
会
減
に
注
目
し
、
中
で
も
若
年
女
性
の
転

出
超
過
に
歯
止
め
を
か
け
る
対
策
に
重
点
を

置
く
べ
き
で
は
な
い
か
と
の
議
論
が
な
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

愛
媛
県
の
若
年
女
性
の
人
口
に
対
す
る
転

出
超
過
数
の
割
合
を
見
る
と
、
2
0
1
0

年
1
・
07
％
（
全
国
平
均
0
・
80
％
）
、

2
0
2
0
年
1
・
77
％
（
全
国
平
均
1
・
14

％
）
約
10
年
で
0
・
7
％
増
加
、
全
国
平
均

と
比
較
し
、
約
2
倍
の
速
度
で
若
年
女
性
の

転
出
超
過
が
進
ん
で
い
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
ち
な
み
に
、
第
5
次
男
女
共
同
参
画
基

本
計
画
で
は
、
2
0
2
5
年
度
の
目
標
は

０
・
８
％
で
す
。

　

女
性
に
と
っ
て
魅
力
的
で
暮
ら
し
や
す
い

愛
媛
を
作
る
こ
と
は
持
続
可
能
な
社
会
を
維

持
す
る
上
で
重
要
な
視
点
の
一
つ
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
今
回
実
施
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
に
お
い
て
も
若
年
女
性
の
声
を
聴
く

よ
う
求
め
ま
し
た
。

県
民
の
声
を
反
映
さ
せ
た

新
総
合
計
画
を

一人でも多くの方々にお読みいただきたく、みなさまのお宅の郵便受けに入れさせていただいておりますこと、お許しください。

誰もが働き続けられる
環境整備を

子どもたちが育つ
　　　　　環境の充実を

あらゆる分野で
男女共同参画の推進を

伊方原発３号機を廃炉に７月豪雨で被災した方々の
暮らしの再建を

戦争のない、
平和な社会の実現へ

戦争にNO、
原発は廃炉、
そして、

共に生きる社会を

　

持
続
可
能
な
社
会
に
と
っ
て
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
が
い
か
に
重
要
か
と
い
う

こ
と
が
、
や
っ
と
表
舞
台
に
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。
中
で
も
社
会
の
け
ん
引
役

と
し
て
、
行
政
の
取
り
組
み
は
注
目
さ
れ
ま
す
。
上
智
大
学
三
浦
ま
り
教
授
ら

で
つ
く
る
「
地
域
か
ら
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
研
究
会
」
が
３
・
８
国
際
女
性
デ
ー

に
合
わ
せ
、
各
都
道
府
県
の
男
女
平
等
の
度
合
い
を
政
治
、
行
政
、
教
育
、
経

済
の
４
分
野
に
分
け
て
分
析
し
た
「
都
道
府
県
版
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ
指

数
」
を
公
表
し
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
、
愛
媛
は
ど
の
分
野
も
低
迷
で
す
。
地

方
か
ら
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ
を
解
消
す
る
た
め
に
、
県
と
し
て
も
、
こ
の

数
字
が
示
す
現
状
に
し
っ
か
り
と
目
を
向
け
て
ほ
し
い
と
考
え
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
3
月
11
日
の
総
務
企
画
委
員
会
に
お
い
て
、
総
務
部
長
に
「
行
政

分
野
39
位
の
現
状
に
対
す
る
認
識
」
を
問
い
ま
し
た
。『
決
し
て
誇
れ
な
い
数

字
で
あ
る
が
、
職
員
採
用
数
は
女
性
も
５
割
と
増
え
て
い
る
。
一
長
一
短
に
は

難
し
い
が
、
着
実
に
取
り
組
み
を
継
続
し
て
い
る
こ
と
で
、
成
果
は
あ
る
。』

と
の
答
弁
。

　

さ
て
、
2
0
2
2
年
度
人
事
異
動
を
見
る
と
、
係
長
級
以
上
の
女
性
職
員
の

比
率
は
18
・
６
%
で
過
去
最
高
（
昨
年
15
・
５
％
）
で
す
が
、
国
の
第
5
次
男

女
共
同
参
画
基
本
計
画
で
は
、
2
0
2
5
年
度
目
標
30
％
で
す
か
ら
、
ま
だ
ま

だ
で
す
。
特
に
、
愛
媛
県
は
、
国
が
基
本
計
画
で
目
指
す
課
長
職
16
％
を
目
標

に
も
掲
げ
て
お
ら
ず
、
認
識
が
甘
す
ぎ
ま
す
。
私
は
、
女
性
登
用
に
つ
い
て
は
、

本
会
議
で
も
、
委
員
会
で
も
、
度
々
取
り
上
げ
て
き
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
、
力

を
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

注
…
…
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ
と
は
、
男
女
の
違
い
に
よ
っ
て
生
じ
る
格
差
の
こ
と
。

　
愛
媛
県
議
会
で
は
、
3
月
2
日
「
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
に
抗

議
す
る
決
議
」
を
採
択
し
ま
し
た
。

　
私
は
、
い
か
な
る
戦
争
に
も
反
対
で
す
。
武
力
に
武
力
で
対
抗
す
れ
ば
、

罪
も
な
い
多
く
の
子
ど
も
や
高
齢
者
が
犠
牲
に
な
り
ま
す
。今
、軍
備
増
強
、

核
武
装
な
ど
、
戦
争
で
き
る
国
へ
と
向
か
わ
せ
た
い
勢
力
の
発
言
に
は
目
に

余
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
改
憲
で
何
を
や
り
た
い
か
が
は
っ
き
り
と
見
え
て

き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
市
民
の
命
を
守
り
、
戦
争
を
起
こ
さ
な
い

平
和
外
交
の
重
要
さ
が
一
段
と
増
し
て
い
ま
す
。
5
月
3
日
の
憲
法
記
念
日

に
あ
た
り
、
憲
法
9
条
の
大
切
さ
を
心
に
刻
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

２
月
議
会
で
、
私
は
、
Ｊ
Ｒ
松
山
駅
付
近
連
続
立
体
交
差
事
業
費

36
億
8
9
8
0
万
円
、
山
鳥
坂
ダ
ム
建
設
費
負
担
金
６
億
7
7
9
4
万
円
を
含

む
2
0
2
2
年
度
一
般
会
計
7
0
3
2
億
8
0
0
0
万
円
に
反
対
し
、
討
論
し

ま
し
た
。

無所属・市民派

　

毎
月
11
日
、
全
国
で
性
暴
力
の
な
い
社
会
を
求

め
る
街
頭
行
動
「
フ
ラ
ワ
ー
デ
モ
」
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
私
は
、
で
き
る
限
り
、
松
山
市
駅
周
辺

で
の
「
フ
ラ
ワ
ー
デ
モ
」
に
参
加
し
、
若
者
に
向

け
て
、愛
媛
県
性
暴
力
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー「
ひ

め
こ
こ
」カ
ー
ド
を
配
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
、

存
在
が
知
ら
れ
て
い
な
い
な
と
実
感
し
ま
す
。

　

性
犯
罪
・
性
暴
力
の
根
絶
は
、
誰
も
が
、
加
害
者

に
も
、
被
害
者
に
も
、
傍
観
者
に
も
な
ら
な
い
よ
う
、

社
会
全
体
で
取
り
組
な
ま
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
待
っ

た
な
し
の
問
題
で
す
。

　

2
0
2
0
年
～
2
0
2
2
年
の
３
年
間
は
、
性

犯
罪
・
性
暴
力
対
策
の
「
集
中
強
化
期
間
」
で
、
刑

事
法
の
あ
り
方
、
被
害
者
支
援
の
充
実
、
加
害
者

対
策
、
教
育
・
啓
発
等
な
ど
実
効
性
あ
る
取
り
組
み

を
進
め
る
と
し
て
、
2
0
2
0
年
6
月
「
性
犯
罪
・

性
暴
力
の
強
化
の
方
針
」
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

４
月
は
、
進
学
や
就
職
で
、
若
者
の
生
活
環
境
が

大
き
く
変
わ
り
、
被
害
に
遭
う
リ
ス
ク
が
高
ま
る
時

期
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
若
年
層
に
向
け
た
性
犯
罪
・

性
暴
力
対
策
を
強
化
し
、
若
者
層
の
人
権
尊
重
の
た

め
の
啓
発
や
教
育
を
充
実
さ
せ
る
な
ど
、
集
中
的
に

取
り
組
む
期
間
と
し
て
い
ま
す
。
若
者
が
受
け
る
被

害
と
し
て
、
A
Ｖ
出
演
強
要
、
Ｊ
Ｋ
（
女
子
高
生
）

ビ
ジ
ネ
ス
、
レ
イ
プ
ド
ラ
ッ
グ
（
性
的
暴
行
を
行
う

目
的
で
悪
用
さ
れ
る
薬
物
）
の
問
題
、
酩
酊
状
態
に

乗
じ
た
性
交
行
為
の
問
題
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
起
因
す
る
性

被
害
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
痴
漢
な
ど

が
あ
り
ま
す
。　

　

特
に
、
今
年
4
月
か
ら
民
法
改
正
で
、
成
人
年
齢

が
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
親
な
ど
の
同
意
な
く
一

人
で
有
効
な
契
約
を
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
未

成
年
取
り
消
し
が
で
き
な
く
な
る
た
め
、
若
者
層
の

被
害
の
深
刻
化
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
、

根
本
的
に
、
Ａ
Ｖ
出
演
強
要
や
Ｊ
Ｋ
ビ
ジ
ネ
ス
問
題

を
許
し
て
き
た
社
会
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
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ストップ
伊方原発

　

世
界
気
候
ア
ク
シ
ョ
ン
と
は
、
年
に
数

回
、
数
百
万
人
の
若
者
を
中
心
に
、
世
界

中
のFridays For Future

が
、
世
界

各
地
で
同
時
に
行
な
う
大
き
な
ア
ク
シ
ョ

ン
で
す
。
各
国
の
リ
ー
ダ
ー
や
企
業
に
対

し
気
候
危
機
を
止
め
る
た
め
の
具
体
的
な

対
策
を
求
め
て
声
を
上
げ
ま
す
。
日
本
で

も
３
月
25
日
に
全
国
の
若
者
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の

有
志
が
中
心
と
な
っ
て
立
ち
上
げ
た
「
世

界
気
候
ア
ク
シ
ョ
ン
０
３
２
５
」
に
合
わ

せ
て
、
各
地
で
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

私
も
、
気
候
危
機
自
治
体
議
員
の
会
の

呼
び
か
け
に
応
じ
、急
遽
実
施
し
ま
し
た
。

四
国
電
力
西
条
火
力
発
電
所
前
で
フ
ォ
ト

ア
ク
シ
ョ
ン
、
四
国
電
力
原
子
力
本
部
へ

申
し
入
れ
、
市
駅
前
で
ア
ピ
ー
ル
、「
脱

化
石
燃
料
・
脱
原
発
」
を
訴
え
ま
し
た
。

火
力
発
電
か
ら
出
す
大
量
の
Ｃ
Ｏ
２
、
原

発
か
ら
出
す
核
の
ご
み
、
ど
ち
ら
も
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
負
の
遺
産
で
す
。
今
、

私
た
ち
が
火
力
や
原
発
の
電
気
を
使
う
こ

と
で
、
未
来
を
奪
っ
て
は
い
け
な
い
と
思

う
の
で
す
。
ぜ
ひ
、
一
緒
に
考
え
、
行
動

し
ま
し
ょ
う
。

地 道 な 要 望 が
予 算 に 反 映 さ れ た ！

無責任なプルサーマル運転にＮＯ！
これ以上、核のごみを子どもや孫に負担させないために

◆動物愛護センターに新たな譲渡施設ができる
　愛媛県は、犬猫の殺処分数が全国上位を占めており、毎年、本会議で動
物愛護の推進を取り上げてきました。昨年12月議会でも、中村知事に殺
処分の多さに対する見解をただしたところでした。
　また、予算においても、『広く県民に殺処分の現状を広報し、子どもた
ちへの動物愛護教育を推進すること。市町、動物愛護団体との連携をさら
に強化し、譲渡数の増加を進めること。ガイドライン、相談窓口、事例等
を紹介し、地域猫を推進すること。愛護センターを動物保護施設（シェル
ター）へ転換する計画を策定する。』と、要望してきました。
　2022年度当初予算で、犬猫の譲渡数を増やすため、譲渡施設整備事業
費として、6247万6千円が予算化されました。具体的には、
譲渡専用使用施設の新設、譲渡犬馴化訓練場の新設、Ｗｅ
ｂを活用した譲渡促進などです。殺処分ゼロで小さな命に
も優しい愛媛の実現に向かって、前進してほしいと心から
願います。
◆やっと、本庁舎にＬＥＤを導入
　愛媛県が率先して、省エネ対策を推進すること、公共施設に太陽光パネ
ルを設置するなど再エネ導入を促進することについて、繰り返し提案して
きましたが、なかなか進みません。
　今回、2022年度当初予算で、本庁舎の照明のＬＥＤ化に3500万円が
予算化されました。この費用は、5年間の電気料金で精算できると試算さ
れています。もっと温暖化対策に前向きになってほしいものです。
◆公文書館設置に向けて、一歩前進
　公文書管理法第一条では、「公文書は、健全な民主主義の根幹を支える
国民共有の知的資源として、主権者である国民が主体的に利用し得るもの
であること」と明記されており、公文書館は必要なものです。そこで、一
般質問でも取り上げ、予算要望も重ねてきました。
　総務企画委員会において、今後の方向性をただしたところ、全国47都
道府県で公文書館がないのは愛媛県を入れて７県。愛媛県は、今年度勉強
会を立ち上げ、スケジュールや形態などを検討するとのこと。より良いも
のとなるよう、今後も提案していきます。

　請願「四国電力に使用済み燃料の搬出のあてのないプルサーマル運転を
止めさせるよう声を上げることについて」の不採択に反対し、討論する。

　２月19日、愛媛新聞の「四国電力　ＭＯＸ燃料新たに製造　プルトニウ
ム　他電力と融通」という記事に驚きました。２０２０年１月に連続して
重大なトラブルを発生させ、宿直中に緊急時待機要員が無断外出した保安
規定違反を内部告発されるまで放置していたなど、四国電力は県民の信頼
を失墜させる事件を繰り返しました。さらに、広島高裁運転差し止め仮処
分の決定もあり、７６１日間の運転停止の末、昨年、12月再稼働しました。
　そのとたん、今度はＭＯＸ燃料２４体を新たに製造するとのこと。シナ
リオができすぎています。それも、イギリスの製造工場が閉鎖になり、他
電力のプルトニウムと交換して、フランスで製造するなど、納得できません。
　原発の電気を使う世代はせいぜい３世代、そこから発生した高レベル放
射性廃棄物（核のごみ）は10万年以上管理しなければなりません。将来負
担が大きすぎます。また、使用済みＭＯＸ燃料の処分については、いまだ
研究段階で全く見通しの立たないままで、伊方原発の敷地内に永久に保管
され続けるのではないかとの疑念があります。
　11回目の３・11を迎えました。原発事故後10年間で約300人もの子ども
や若者が甲状腺がんと診断され、手術を受けています。今年１月、勇気を
奮って６人の若者たちが、裁判を起こしました。原発事故が未来ある若者
たちに犠牲を負わせていること、私たちは忘れてはなりません。
　さて、ウクライナではロシア軍が原発を攻撃対象とし、世界を震撼させ
ています。戦時になると、原発は発電所ではなく、核戦争の武器になるこ
とを、今私たちは見せつけられています。安全保障上からも原発は速やか
に廃炉にすべきです。何より、核のごみをこれ以上増やさないために、伊
方原発のプルサーマル運転停止を強く求める立場から、請願の不採択に反
対しました。
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８
日
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際
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性
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日
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ニ
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ー
ク
で
女
性
の

参
政
権
を
求
め
て
、
デ
モ
が
起
こ
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た
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す
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し
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。

　

私
は
、
3
月
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日
、「
議
会
に
女
性
を

お
く
る
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」
の
「
女
性
と
政
治
キ
ャ
ン
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ー
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」
で
街
頭
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立
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、
県
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紹
介
し
、
議
会
の
半
分
を
女
性
に
し
ま

し
ょ
う
！
と
呼
び
か
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ま
し
た
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私
た
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会
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」
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世
界
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較
す
る
と
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れ
て
い
ま
す
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そ
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会
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女

性
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少
な
い
か
ら
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て
、
み
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ん
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近
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議
会
に
女
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何
人
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す
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愛
媛
県
議
会
の
女
性
議
員
率

【
８
・
８
%
】、現
在
、45
人
中
4
人
。
県
内
、

市
町
議
会
の
女
性
議
員
率
【
12
・
５
%
】、

20
市
町
に
女
性
議
員
は
49
人
し
か
い
ま
せ

ん
。
女
性
議
員
が
一
人
も
い
な
い
「
ゼ
ロ

議
会
」（
伊
方
町
）
も
あ
り
ま
す
。

　

今
年
行
わ
れ
る
参
議
院
選
挙
で
一
人
で

も
女
性
議
員
が
増
え
る
よ
う
に
応
援
し
ま

す
。 や

り
ま
し
た
！

『
女
性
と
政
治
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』

2022年３月11日　大街道を行く

松山市駅前坊っちゃん広場（３月13日）

四国電力西条火力発電所前

松山市駅前坊っちゃん広場（３月13日）

四国電力西条火力発電所前

山鳥坂ダム建設中止を求める要望書提出に同行
　昨年12月、山鳥坂ダム建設予定地が大規模な地滑り地帯であるこ
とに伴って、工事費の増加と工期の延長が発表されたことを受けて、
2022年3月16日、講演会「未来のために、命を守る治水対策」実行
委員会有志で「山鳥坂ダム建設の中止を求める要望書」を提出しま
した。


